
北海道札幌真栄高等学校の部活動の在り方に関する方針 

 北海道及び北海道教育委員会が策定した『北海道の部活動の在り方に関する方針』を受けて、生徒のバランスの

とれた学校生活や、教員の部活動指導における負担を軽減し、働き方改革を推進することを目的に、本校の部活動

の在り方に関する方針を次のとおり定めました。 

 

   

 

 ○通常の活動について 

＜活動時間＞ 

  ・平日 ２時間程度  学校の休業日 ３時間程度 

＜休養日＞ 

  ・週あたり２日以上（平日１日以上、週末１日以上）・学校閉庁日  【年間１０４日以上】 

 ○弾力的な運用について 

   季節による活動の制限を受ける場合や、部活動と密接に関連する進路希望を有する生徒が在 

  籍することから、弾力的に次の条件で活動する部活動もあります。 

＜活動時間＞ 

  ・平日 ３時間程度  学校の休業日 ４時間程度 （１週間の活動時間は計１６時間程度） 

＜休養日＞ 

 ・平日（週１日以上）・週末は月１日以上・学校閉庁日  【年間７３日以上】 

  ※ 大会前の時期の関係や、季節による活動時間の制限があることも踏まえ、年間トータル 

での活動目標とします。 

   年間及び月間の活動計画を事前に作成し、生徒・保護者への周知を図ります。 

今年度は制度の初年度でもあるため、実際の活動状況を踏まえて検証します。    

 

 

 

○部活動の運営について 

＜活動経費＞ 

 ・部活動活動費は、生徒会費及び文化体育後援会から補助するが、必要に応じて部費を徴収 

 する場合があります。校内規定に従って適正に取り扱い、年度末に決算を報告します。 

＜参加大会の精選＞ 

 ・生徒の技能の向上だけでなく、心身の健康についても配慮し、参加大会を精選します。 

＜体罰の禁止ならびにいじめ等の未然防止＞ 

 ・指導者と生徒、生徒同士のコミュニケーションを充分にとり、各部活動の目標や活動方針 

 を明らかにして、体罰のない指導及びいじめ等の未然防止に努めます。 

＜安全対策＞ 

 ・生徒の体力や疲労度、天候等への配慮を図り、事故等の未然防止に努めます。 

＜部活動に対する相談窓口＞  

  北海道札幌真栄高等学校 （担当：教頭） 電話番号 ０１１－８８３－０４６５ 

  

 

 

   部活動休養日等の設定、学校の取組にご理解いただきますとともに、学校と家庭・地域が 

連携しながら部活動に取り組める環境づくりにご協力をお願いします。 

◇  活動時間・休養日の設定  ◇  

◇  学  校  の  取  組   ◇  

◇ 家 庭 や 地 域 の 取 組  ◇  


